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東京湾アクアライン料金引下げ社会実験東京湾アクアライン料金引下げ社会実験
「平成「平成2525年度調査結果」概要版年度調査結果」概要版

■ アクアラインの交通量は増加傾向

■アクアラインの交通量は、平成２１年８月の社会実験開始以降、増加傾向が続いている。

■平成25年度の交通量は40,200台/日となり、社会実験前(H20年度)と比べて約1.9倍に増加。

■平成２5年８月には、月平均交通量として最大の46,000台/日を記録。

交 通

H21.8.1（土）～
アクアライン社会実験開始

約1.9倍

(対H20年度比)

(単位：台/日）

車種

全車 40,200 20,800 +19,400 193%
小型 32,300 17,600 +14,700 184%
大型 7,900 3,200 +4,700 247%
全車 36,200 17,200 +19,000 210%
小型 26,600 13,600 +13,000 196%
大型 9,700 3,600 +6,100 269%
全車 48,200 27,800 +20,400 173%
小型 43,800 25,500 +18,300 172%
大型 4,400 2,300 +2,100 191%

①÷②
対H20年度比

全日

平日

休日
（土日祝）

①実験開始中
H25年度平均値

(H25.4.1～H26.3.31)

②実験開始前
H20年度平均値

（H20.4.1～H21.3.31)

①-②
増減台数

■圏央道（木更津～東金間）の新規開通ＩＣの利用交通のうち、約４割がアクアラインを一体的

に利用していることを確認。

■ アクアラインと圏央道の一体的利用
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アクアライン利用流態
（H25，（）内はアクアライン利用台数に占める割合）

京葉道（蘇我IC～貝塚IC、千葉東金、圏央道（東金IC以東）
休 日

36,760 36,270
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京葉道、千葉東金、圏央道（東金IC以東）

新規開通
（14,380台）

新規ICのアクアライン利用交通内訳
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木更津金田IC、袖ケ浦IC、木更津東IC

アクアライン利用台数
H25 ： 48,760台/日

25,050台/日
（51％）
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   　　　　　　対岸側
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（59％）
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圏央道（新規開通区間）
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実験前からの伸び率(対H20年度比)
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【全日：全車】

【利用交通量の推移（全車・全日）】

観 光

H21.8.1（土）～
アクアライン社会実験開始

H23.3.11（金）
東日本大震災

8月：46,000台を記録(最大)

■平日におけるアクアラインの大型車交通量は、社会実験前(H20年度)と比べて約2.7倍に増加。

※【出典】：NEXCO東日本提供資料（営業データ） より

H25.4.27～
圏央道(木更津～東金)開通

H21 H22 H23 H24 H25 H26

変更無し, 

44%

経路変更, 

23%

手段変更, 

3%

目的地変更, 

26%

外出取止め, 

4%

ｎ=1,000

料金引き下げに
よる観光創出

30％

■料金引下げによる観光創出は対岸⇒千葉で約３割、千葉⇒対岸で２割強、確認された。

■料金引下げによる観光圏域は対岸⇒千葉で約７割、千葉⇒対岸で約８割が広がっていると回答。

■アクアラインの混雑時における行動として、「帰宅時間をずらす」が昨年度と比べると増加。

【昨年度：61％】

【料金引下げがなかった場合の観光行動】

43%

15%

8%

21%

1% 11%

ｎ=1,000

(早める
43％)
(遅らす
23％)

【混雑時の行動：H25年度】

帰宅時間
をずらす
66％

【アクアライン混雑時の行動】
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ｎ=1,000

広がっている
69％

【観光圏域】

【n=1,000】

【昨年度：60％】

【昨年度：28％】

大型 4,400 2,300 +2,100 191%

※NEXCO東日本、首都高速提供資料（ＥＴＣデータ） による。

48,190 52,180

11,340 12,500
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36,850 39,680

木更津JCT以南

（24％） （24％）

※：現金車は除く

新規開通IC利用交通のうち5,990台※ｚ

（約42%※）がアクアラインを一体的に利用

4,120台/日
（8％）

東京西部 東京中央 東京南部 東京東部 東京北部
保土ヶ谷

以西
川崎 横浜 埼玉 計

420 290 420 50 190 450 1,150 1,000 140 4,120

100 50 120 10 30 250 390 330 20 1,290

30 10 50 0 10 120 180 180 10 580

   　　　　　　対岸側
千葉側

市原鶴舞IC

茂原長南IC

茂原北IC

平日
大型車 対H20年度比

H20年度 3,600 ―
H21年度 5,300 1.5
H22年度 7,600 2.1

年　度 軽自動車 普通車 中型車 大型車 特大車 計
H20年度 1,100 12,500 1,200 2,100 300 17,200
H21年度 1,600 16,800 1,600 3,100 600 23,600
H22年度 2,000 19,000 2,100 4,500 1,000 28,500

(単位：台/日)

対岸⇒千葉
（下り）

特に気にしない 11%

その他 1%

渋滞を避けて通行する

ため、帰宅時間を遅らす
（立寄る箇所数を増やす）

アクアライン
以外の道路を
利用 21%

渋滞を避けて通行
するため、帰宅時間

を早める 43%

特に気にしない 16%

（早める 43%）
（遅らす 23%）

渋滞を避けて通行する
ため、帰宅時間を遅らす
（立寄った箇所に長く滞在）
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計30,100台/日
(1.75倍）

計33,900台/日
(1.97倍）
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(台/日)
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ｎ=400

料金引き下げに
よる観光創出

24％

公共交通
■高速バスの輸送人員は、東京都心部への通勤通学客により微増傾向。(ヒアリング調査【H25】)

■東京湾フェリーの利用者は、H23の震災前の水準までに回復していない。(千葉運輸支局提供資料より)

■「JR外房線特急わかしお」は、平成26年3月より4便減便。 (JR発表資料)

物 流
■平日における、アクアラインの大型車交通量はH25年度で９,７００台/日となり、社会実験
開始前に比べて約２.７倍に増加。
■東関東道と首都高の渋滞迂回ルートとして、圏央道とアクアラインを利用する事例を確認。
(物流ヒアリング調査【H25】)

※【出典】：Webアンケート結果【H25】（観光目的としたアクアライン利用者（「対岸⇒千葉：1,000名」、「千葉⇒対岸400名」）に調査）

【昨年度：57％】
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78％

【n=400】

【昨年度：74％】

【昨年度：25％】

約2.7倍
(H20年度比)

H22年度 7,600 2.1
H23年度 8,200 2.3
H24年度 8,700 2.4
H25年度 9,700 2.7

※営業データにある5車種区分を小型車（軽自動車・普通車）、大型車（中型車・大型車・特大車）として集計している。
※営業データは車種毎に交通量を集計（100台丸め）しているため、合計に差が生じる場合がある。

H22年度 2,000 19,000 2,100 4,500 1,000 28,500
H23年度 2,200 19,600 2,300 4,900 1,000 30,100
H24年度 2,700 22,600 2,500 5,100 1,100 33,900
H25年度 2,900 23,600 2,700 5,700 1,300 36,200

千葉⇒対岸
（上り）

渋滞を避けて通行
するため、帰宅時間

を早める 32%
アクアライン
以外の道路を
利用 23%

特に気にしない 16%

その他 2%

（早める 32%）
（遅らす 28%）

渋滞を避けて通行する
ため、帰宅時間を遅らす
（立寄った箇所に長く滞在）

渋滞を避けて通行する

ため、帰宅時間を遅らす
（立寄る箇所数を増やす）


